
  

発掘調査が終了しました                                           

 10 月 11 日をもって、六呂木城跡・寺

カイト遺跡の発掘調査が終了しました。

今回の発掘調査では、土坑
ど こ う

（大きな穴）

１基、溝３条、柱
はしら

穴
あな

がいくつか見つかり

ました。土坑や溝からは、室町時代の

土師器
は じ き

小皿・鍋や瀬戸・美濃で作られ

た陶器碗、中国製の青磁
せ い じ

碗等、日常生

活で使用していたとみられる土器類が

出土しました。また、縄文時代早期の土

器や、石器片が出土しました。 

 

 しかし、今回の調査では、土塁
ど る い

（土を盛って作る防壁）や堀、建物の跡等は見つかりませんでした。今回

の調査個所は城の中での広場や空閑地だったのかもしれません。また、日常生活で使われる土器類が出

土していることから、「館
やかた

」（住まい）としての機能が大きかったのではないかとも考えられます。 

 

 六呂木城跡の周辺には、「五箇
ご か

篠山
ささやま

城
じょう

」、「篠
ささ

山城
やまじょう

」、「波
は

多瀬
た せ

城
じょう

」等、室町時代のものと考えられる山

城が点在しています。今後の調査で、六呂木城とそれらの城とはどのような関係だったのか、また六呂木

城とはどのような城だったのかということが明らかになってくるでしょう。 
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全景写真（北から） 

六呂木城跡・寺カイト遺跡の出土遺物 


